
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

就業等相談窓口の設置・女性就業支援プログラム事業【福岡県朝倉市】

目的・目標

事業の特徴

・朝倉市は、農業を基幹とする地域であったため、市民の意識には「男は仕事、女は家庭」に代表される
「男女の固定的性別役割分担意識が依然として残っており、男女不平等な慣習や慣行も残っている。
〈平成27年市民意識調査、性別役割分担に同感する男性45.9％、女性38.1％〉
・朝倉市女性の就労状況〈H27国勢調査〉
就業率は、53.1％（15歳以上の人口24,521人 労働力人口12,621人）であり、男性の71.1％と比較して
女性の就業は低い。
・朝倉市は平成29年九州北部豪雨災害を受け、その復興の鍵である地域再生に女性の力が必須である。
農地を流され就業に影響を与えたり、生活全般の悩みを抱えている女性もいる。また、朝倉市母子
相談員の年間相談件数は平成30年度195件、令和元年度上半期で148件と増加傾向にあり、様々な課題
・困難を抱えている方がある。就業支援等をし、将来に向けて経済的自立が出来ることや、個人の抱える
課題解決へのサポートが必要である。

・令和2年4月に男女共同参画センターを設置し、就業等様々な問題・困難をかかえている方への相談

窓口（電話、予約面談）を開設する。身近で気軽に平日いつでも相談をできる機関として、生き方や経
済的な不安への和らぎや、就業への支援等につなげる。
・社会参加や就業をしていない女性のための取り組みとして、個人だけでなく家族への支援も必要
であることから、該当者に社会的な接点を作っていくために、家族を含めた場づくりをする。
〈事業設計〉
対象者：社会参加や就業をしていない女性、家族
〈事業全体の概要〉
・年間を通した相談窓口開設
・就職への不安の解消、社会的自立の支援につながるような場づくり（ＮＰＯの協力） 3回
・自宅でも出来、収入につながる講座「おうちで起業入門講座」を実施、就業支援につなげる講座 4回
〈工夫及び特色〉
・課題を抱えている個人だけでなく、家族を含めた支援ができるような場づくりを計画する。

相談者に寄り添い、悩みを傾聴し、課題の整理をすることで、相談者の気
持ちが軽くなることや、日常生活において、生きやすい環境を作るための
気持ちの整理につながる。就業支援により、就業への意欲が進むことが促
進できた。

・市では、朝倉市男女共同参画計画の目標の一つである「朝倉市男女共同
参画センター」を令和2年4月1日に開設し、面接相談員を雇用のうえ、専用電

話や面談（予約制）による就業相談等を実施する。身近で気軽に平日いつで
も相談をできる機関を増やすことで、生き方や経済的な不安への和らぎや、
就業への支援等につながる。

・女性の就業につながる支援プログラムでは、就職への不安の解消、社会的
自立の支援につながるような場づくりを行う。また、自宅でも出来、収入につ
ながる講座「おうちで起業入門講座」を実施、就業支援につなげる。

・特定非営利活動法人フリースペースよつば
・福岡県男女共同参画推進課、福岡県男女共同参画センター
・朝倉郡筑前町、朝倉郡東峰村

「おうちで起業入門講座」参加者８名の内、第３回から心の不調により欠
席された方がいた。事務局及び気楽な語り場講師より電話等で連絡をと
ったが、本人からの悩みの相談にはいたらなかった。本当に心の病気の
方は講座への参加・人とのふれあいは難しく、そのような方に対して、継
続した関わりが今後の課題である。



事業の概要

アクセサリー講座 オリジナルかご作り講座

ネットで販売する方法講座


